
1

小
川
区
有
中
世
文
書
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
小
川
天
満
宮
（
田
主
丸
町
船
越
）
に

伝
来
し
た
史
料
群
で
あ
る
。
小
川
区
が
所
有
し
、
平
成
一
一
十
年
度
よ
り
久
留
米
市
教

育
委
員
会
に
寄
託
さ
れ
、
久
留
米
市
文
化
財
収
蔵
資
料
と
し
て
文
化
財
保
護
課
が
管

理
し
て
い
る
。
久
留
米
市
域
に
伝
来
す
る
中
世
・
戦
国
期
の
文
書
と
し
て
は
、
現
在

確
認
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
高
良
大
社
所
蔵
文
書
（
福
岡
県
指
定
文
化
財
）
、
大

善
寺
玉
垂
宮
関
係
文
書
（
久
留
米
市
指
定
文
化
財
）
に
次
ぐ
規
模
の
史
料
群
で
あ
る
。

当
調
査
は
、
当
史
料
群
が
久
留
米
市
に
現
存
す
る
数
少
な
い
中
世
・
戦
国
期
の
貴

璽
な
占
文
書
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
の
文
化
財
指
定
を
視
野
に
入
れ
た
保
存
活
用

を
図
る
た
め
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
一
十
九
年

二
月
十
三
日
、
小
川
区
有
中
世
文
書
十
九
点
、
附
「
小
川
鏡
御
影
覚
附
並
大
友
家
文

曹
」
一
点
は
、
久
留
米
市
指
定
文
化
財
（
有
形
文
化
財
〈
古
文
書
〉
）
に
指
定
さ
れ
た
。

本
書
の
目
録
・
翻
刻
・
図
版
は
、
指
定
史
料
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

史
料
の
現
状

当
史
料
群
は
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
、
中
世
筑
後
の
国
人
小
河
氏

が
、
大
友
氏
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
を
中
心
と
す
る
。
年
紀
を
欠
く
も
の
に
つ
い
て

も
、
差
出
書
（
署
名
・
花
押
）
や
内
容
な
ど
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
年
代
が
判
明
す

る
。
以
下
、
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
調
査
番
号
（
目
録
参
照
）
を
【
】
で
示
し

な
が
ら
、
報
告
を
進
め
た
い
。

【
l
】
は
、
一
紙
に
預
置
状
等
四
通
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
【
2
】
S

【
17
】
は
、

感
状
や
知
行
預
状
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
表
装
等
は
施
さ
れ
ず
、
作
成
時
の
原
状
を
保
っ

て
い
る
。
【
18
】.【
19
】
は
封
紙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
書
か
ら
、
後
者
は
【
6
】
か

小
川
区
有
中
世
文
書
に
つ
い
て

【
1
1
】
に
付
属
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
の
本
紙
は
現
存
を
確
認
で
き
な
い
。

【
20
】
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
年
紀
を
有
す
る
「
小
川
鏡
御
影
覚
附
並
大

友
家
文
書
」
一
冊
で
、
小
川
天
満
宮
の
縁
起
や
、
【
l
】
S

【
17
】
の
写
を
収
録
す
る
。

た
だ
し
、
【
18
】.【
19
】
を
含
め
、
封
紙
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
。

【l
】
S

【
17
】
は
、
【
20
】
に
「
小
河
氏
江
大
友
家
よ
り
文
青
拾
六
通
、
同
写
四

通
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
保
二
年
ま
で
に
「
大
友
家
文
書
」
と

い
う
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
【
1
】
に
つ
い
て
は
、
「
上
妻
郡

広
川
二
本
紙
有
之
、
写
四
通
者
小
川
氏
家
二
在
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
寛
保
二
年

の
時
点
で
、
正
文
は
「
上
妻
郡
広
川
」
に
あ
り
、
そ
の
写
で
あ
る
【
l
】
が
船
越
の

小
川
氏
の
許
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

平
成
二
十
年
度
の
寄
託
時
に
は
、
【
1

】
\
【

2
0】
が
、
収
納
箱
2

（
図
版
•
3
9

頁
下
段
）
と
と
も
に
、
収
納
箱
1

（
図
版
•
3
9頁上
段
）
に
収
納
さ
れ
て
い
た
。
収

納
箱
2
に
伴
う
包
紙
上
書
に
「
大
友
家
感
状
井
書
翰
拾
七
通
天
明
元
年
辛
丑
夏

五
月
封
」
と
あ
り
、
天
明
冗
年
（
一
七
八
一
）
に
文
書
整
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
【
1
】
¥
【
17
】
は
、
「
宝
第
0
号
」
の
よ
う
に
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
整
理
と
天
明
元
年
の
「
封
」
と
の
関
係
は
詳
ら
か
で
な
く
、

ま
た
、
貼
紙
の
番
号
は
【
20
】
に
お
け
る
【
1
】
S

【
17
】
の
収
録
順
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
小
川
天
満
宮
で
は
、
江
戸
時
代
よ
り
現
代
ま
で
、
御
神
体
で
あ
る
菅

原
道
真
の
「
御
影
」
（
後
述
の
よ
う
に
自
画
像
と
さ
れ
る
）
の
御
開
帳
大
祭
・
虫
干

大
祭
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
文
書
整
理
が
行
わ
れ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

中
世
小
河
氏

小
河
氏
は
、
現
在
の
小
川
区
の
地
に
居
館
を
構
え
て
い
た
国
人
で
あ
る
。
苗
字
の

表
記
で
あ
る
が
、
当
史
料
群
の
中
世
文
書
で
は
、
【
7
】
の
宛
所
「
小
川
中
務
少
輔
」
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を
除
き
、
「
小
河
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
「
小
河
」

を
採
る
こ
と
に
す
る
。

小
河
氏
の
由
緒
に
つ
い
て
、
【
20
】
所
収
の
小
川
天
満
宮
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

小
川
藤
五
郎
が
、
菅
原
道
真
に
従
っ
て
太
宰
府
に
下
っ
た
。
こ
の
時
、
道
真
は
鏡

に
向
か
っ
て
自
画
像
を
描
き
、
藤
五
郎
ら
三
人
の
臣
下
に
与
え
た
。
や
が
て
藤
五
郎

は
「
竹
野
」
（
現
在
の
田
主
丸
町
辺
り
）
に
来
住
し
た
。
そ
の
子
孫
で
あ
る
隣
甫
が

豊
後
大
友
氏
に
臣
従
し
た
が
、
宗
麟
の
代
に
離
反
し
、
英
彦
山
に
逃
れ
た
。
大
友
氏

没
落
の
後
、
小
川
の
地
へ
帰
還
し
、
「
御
影
」
を
祀
っ
て
天
満
宮
を
輿
し
た
と
い
う
。

菅
原
道
真
の
太
宰
府
左
遷
は
昌
泰
四
年
（
九
0
1
)
の
こ
と
で
、
現
存
す
る
古
文

書
に
小
河
氏
が
現
れ
る
の
は
、
写
で
は
あ
る
が
永
享
六
年
(
-
四
三
四
）
と
さ
れ
る

【
1
|
1
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
友
氏
十
二
代
持
直
が
、
小
河
藤
次
郎
（
①
）
他

二
名
を
「
竹
野
郡
代
職
」
に
任
ず
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
年
不
詳
な
が
ら
【
1
|
2
】

で
は
、
同
十
五
代
親
繁
(
-
四
―
―

s
一
四
九
三
）
が
、
小
河
伊
賀
守
（
②
）
他
一

名
を
「
竹
野
郡
代
職
」
に
任
じ
て
い
る
。

正
文
に
お
け
る
小
河
氏
の
初
出
は
【
4
】
で
、
永
正
六
年
(
-
五

0
九
）
、
小
河

藤
五
郎
（
③
）
が
、
大
友
氏
十
九
代
義
長
に
よ
り
、
筑
後
国
の
守
護
代
官
と
さ
れ
る

三
原
親
賢
を
通
し
て
、
小
川
庄
七

0
町
な
ど
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
ん
じ

て
【
2
】
で
は
、
文
亀
三
年
(
-
五

0
三
）
に
、
菅
藤
五
郎
が
大
友
親
匡
（
義
長
）

よ
り
竹
野
郡
内
に
知
行
を
安
堵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
安
堵
状
が
小
河
氏
の
許
に
伝
来

し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
菅
藤
五
郎
が
何
ら
か
の
事
情
で
苗
字
を
「
小
河
」
に
改
め

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
小
川
中
務
少
輔
（
④
）
が
、
永
正
十
三
＼
四
(
-
五
一
六
＼
七
）
頃
に

大
友
氏
二
十
代
親
安
（
の
ち
義
鑑
）
か
ら
「
当
知
行
」
を
認
め
ら
れ
(
【
7
】
)
、
享

禄
元
年
(
-
五
一
一
八
）
に
は
、
鰺
坂
庄
の
内
―
―
一
町
を
与
え
ら
れ
た
(
【
5
】.【
6
】)。

天
文
元
年
(
-
五
一
―
-
=
-
）
頃
に
は
、
義
鑑
よ
り
「
伊
賀
守
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
【
1
1
】
)
。

ほ
ど
な
く
大
友
義
鑑
よ
り
、
出
府
の
感
状
を
与
え
ら
れ
(
【
15
】
)
、
天
文
三
年
の
大

内
氏
の
豊
後
進
攻
時
に
も
感
状
が
出
さ
れ
て
い
る
(
【
1
7
】
)
。
ま
た
、
年
不
詳
で
あ

る
が
、
筑
後
国
内
に
六
町
を
与
え
ら
れ
て
い
る
(
【
16
】)。

こ
こ
ま
で
の
①
＼
④
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
相
続
等
の
関
係
は
不
明

で
あ
る
が
、
【
13
】
に
お
い
て
、
永
禄
―
一
年
(
-
五
五
九
）
、
大
友
氏
―
―
十
一
代
義
鎖

（
の
ち
宗
麟
）
よ
り
、
侍
嶋
合
戦
で
戦
死
し
た
「
親
父
」
で
あ
る
中
務
大
輔
鑑
昌
（
⑤
）

の
跡
が
、
小
河
六
郎
（
⑥
）
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
⑤
⑥
の
相
続
関
係
が
分
か
る
。

こ
の
六
郎
は
、
同
日
付
け
で
「
鎖
昌
」
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
(
【
1
4
】
)
。

【
20
】
で
は
、
鎮
昌
を
の
ち
に
宗
麟
か
ら
離
反
す
る
「
隣
甫
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と

す
れ
ば
、
六
郎
は
同
五
年
の
「
筑
前
目
錯
乱
」
時
に
は
、
宗
麟
よ
り
感
状
を
与
え
ら

れ
た
(
【
12
】
)
の
ち
、
通
称
を
中
務
少
輔
と
改
め
、
天
正
―
―

-S四
年
(
-
五
七
五

S

六
）
頃
に
は
、
年
始
の
返
礼
を
受
け
る
(
【
9
】
)
。
同
七
年
(
-
五
七
九
）
に
、
大

友
氏
二
十
一
一
代
義
統
か
ら
筑
後
国
内
に
一
―

-0町
分
を
与
え
ら
れ
た
(
【
10
】
)
後
、
大

友
氏
の
下
を
離
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
間
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
筑
後
の
国
人
四
名
の
連
署
に
よ
る
【
8
】
の

御
殿
料
請
取
状
が
小
河
中
務
少
輔
に
出
さ
れ
て
お
り
、
大
友
氏
に
対
す
る
「
御
殿
料
」

を
め
ぐ
っ
て
筑
後
国
内
に
お
い
て
国
人
相
互
の
遣
り
取
り
を
看
取
で
き
る
。

調
査
の
所
見
ー
当
史
料
群
の
意
義
ー

史
料
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
表
装
等
が
施
さ
れ
ず
、
ほ
ぼ
作
成
当
時
の

姿
で
伝
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
目
視
さ
れ
る
本
紙
の
墨
付
や
折
目
か
ら
、
文
轡

作
成
時
の
中
世
・
戦
国
期
に
独
特
な
料
紙
の
折
り
方
や
封
式
を
復
元
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

当
史
料
群
の
形
成
主
体
で
あ
る
小
河
氏
に
つ
い
て
は
、
国
人
の
中
で
も
支
配
地
域
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が
小
規
模
に
留
ま
り
、
こ
の
階
層
の
史
料
は
一
般
に
伝
来
し
に
く
い
。
こ
う
し
た
国

人
層
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
多
く
は
武
士
か
豪
農
の
道
を
選
択
す
る
が
、
社
家
と

な
っ
た
経
歴
を
み
て
も
、
小
河
氏
の
事
例
は
希
少
で
あ
る
。

史
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
見
え
る
人
名
・
地
名
等
か
ら
、
筑
後
国
内
で

の
文
書
の
や
り
と
り
が
窺
え
、
地
域
支
配
シ
ス
テ
ム
を
復
元
で
き
る
可
能
性
を
有
す

る。
こ
の
よ
う
に
小
川
区
有
中
世
文
書
は
、
久
留
米
の
歴
史
的
地
域
資
料
と
し
て
価
値

が
高
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
良
好
な
保
存
状
態
や
伝
来
の
経
緯
の
希
少
性
か
ら
、
中

世
・
戦
国
史
研
究
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
つ
貴
重
な
史
料
群
で
あ

る。

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
4
1

福
岡
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
二

0
0
四
年
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
40

福
岡
県
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）

大
城
美
知
信
・
田
渕
義
樹
著
『
柳
川
の
歴
史
2

蒲
池
氏
と
田
尻
氏
』
（
柳
川
市
、
―

1
0
0八
年
）

『
田
主
丸
町
誌
』
第
一
・
ニ
巻
（
田
主
丸
町
、
一
九
九
六
年
）

・
『
福
岡
縣
史
資
料
』
第
十
輯
（
福
岡
県
、
一
九
三
九
年
）

•
田
北
学
編
『
増
補
訂
正
編
年
大
友
史
料
』
全
三
一
＿
一
巻
・
別
巻
一
一
冊
（
一
九
六
一
て
'
-
九
七
九
年
）

•
上
野
美
之
「
麦
生
氏
と
小
河
氏
の
遺
跡
」
（
『
田
主
丸
郷
土
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
八
七
年
）

•
福
川
一
徳
「
戦
国
期
大
友
氏
の
花
押
•
印
章
編
年
考
」
（
『
古
文
書
研
究
』
第
一
―
―
―
号
、

・
芥
川
龍
男
編
『
大
友
宗
麟
の
す
べ
て
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）

参
考
文
献

一
九
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九
年
）
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